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令和 4年 2月定例愛知県議会(2/14～3/24) 
 新緑の候 ゴールデンウィークも明け爽やかな初夏がやって参りましたが、皆様にはますますご健勝の

こととお慶び申し上げます。日頃は福田よしおの活動に格別のご理解とご支援を賜り心から感謝申し上げ

ます。さて新型コロナ第 6 波からまん延防止措置が延長される中、令和 4 年 2 月定例愛知県議会は「令

和 4 年度一般会計予算」、「愛知県人権尊重の社会づくり条例」の制定など 79 件の議案が提出されたほ

か、2 月 21 日には小児(5 歳以上 11 歳未満)のワクチン接種を実施する医療機関を支援するためなど

「令和 4 年度一般会計補正予算(第 1 号)」始め 2 件の議案が、3 月 3 日には「副知事の選任について(古

本伸一郎)」始め 3 議案が、3 月 4 日にはまん延防止等重点措置の再延長に伴う時短協力金を交付するた

めの「令和 3 年度一般会計補正予算(第 25 号)」始め 2 件の議案が追加上程されました。早期に議決する

議案、各委員会に付託され審査する議案など慎重に審議を行いました。また、当初予算等に対する議案質

疑も行われ私も二項目質疑しましたのでその内容も併せて報告させて頂きます。結びに新型コロナウイル

ス感染症に対する感染防止対策はもちろんですが、地球規模での異常気象や温暖化により梅雨時の集中豪

雨対策や台風対策、異常高温対策など自助、共助で取り組んで頂き、災害に強い安心安全な地域づくりに

ご理解とご協力賜りますようお願い申し上げましてご挨拶といたします。 

 

 

 

 

 

 



 

令和 4年度一般会計予算議案質疑・条例制定・事業など 

愛知県防災ヘリコプター「わかしゃち」の名古屋市への運航委託について 

質問要旨(福田よしお) 県防災ヘリの課題と名古屋市へ運航を委託する予算内容、検討内容と効果について伺う。 

答弁要旨（防災安全局長） 県防災ヘリの運航予算は 5 億 9,200 万円で内訳は名古屋市への委託料 4 億 2,500

万円で操縦士や整備士の人件費、民間業者から教官派遣など操縦士等の養成費や隊員の装備など。県執行予算の 

1 億 6,700 万円は格納庫賃料、機体の保険料、修繕費など。なお名古屋市への委託料のうち操縦士等の養成費など 

2 億 6400 万円と県執行予算のうち事務所移転経費など 1,600 万円の合計 2 億 8,000 万円は新体制移行に伴う 

一時的な経費である。課題、検討内容、効果は次のとおりである。 

 

ＦＩＡ世界ラリー選手権ＷＲＣラリージャパン２０２２について 

質問要旨(福田よしお） ラリージャパン２０２２では競技エリアから名古屋市、長久手市が抜けたが、県内全域に

ＷＲＣ効果を波及させるために事前のＰＲイベントや国内は元より海外からのラリーファンの受入れなど、どの

ように展開されるのか伺う。 

答弁要旨（スポーツ局長） 「ラリージャパン」は、Ｆ１と並び称される世界

ラリー選手権・ＷＲＣの最終戦を飾る一大国際イベントであり、ラリーへの

関心を高めるとともに地域の活性化を図るうえで絶好の機会である。ラリー

への関心を高め、根付かせていくためには事前のＰＲを念入りに行い、大会

を幅広く周知するとともに新しいラリーファンを掘り起こしていくことが重

要となる。このため今や国内最大規模の観戦客を誇るラリーイベントとなっ

た「新城ラリー」を関係者と協力して盛り上げてきた経験やノウハウを生か

しラリージャパンにおいても効果的なＰＲを実施していく。具体的には実物

のラリーカーの展示や試乗、ＷＲＣのコースを体験できるシミュレーション

ゲームなどによる事前ＰＲイベントや迫力あるレースを鑑賞できるパブリックビューイングなど、ラリーに馴染

みがない方でも楽しんでいただけるようなイベントを企画し、名古屋市の都心部などで開催する予定。また国内

外からの観戦客の受入れにあたっては、本県の玄関口となる中部国際空港

や名古屋駅等において国際大会にふさわしい歓迎装飾でお迎えする。さら

に本県の観光情報を掲載した観戦ガイドブックを作成するとともに主催者

や観光関係団体などと連携し、４日間開催される大会の前後を含め県内に

長期間滞在し周遊していただけるような取組を検討している。11 月のラ

リージャパンの開催に向け主催者や関係市町、モータースポーツの関係者

などと力を合わせ県全域にＷＲＣの効果を波及させることができるようし

っかりと取り組んでいく。                     

 (写真は WRC 世界ラリー選手権調査で 2019年 8月ラリー・フィンランドの WRC体験型シュミュ 

レーターとスペシャルステージの様子を撮影したものです。撮影者・福田よしお) 



 

人権が尊重される社会づくりに向けて条例を制定し取り組みを推進します。 予算額 21,132千円 

犯罪被害者などの支援を促進するため条例を制定し取組を強化します。  予算額 12,674千円 

2022年 11月の開園に向け「ジブリパーク」の整備を推進します。     

予算額 12,019,091千円(外に債務負担行為 2,282,500千円) 



 
ジブリパークの開園にあわせて「あいち市町村フェア(仮称)」を開催します。 

予算額 5０,000千円 

地震に強い安全・安心な愛知をめざし地震対策を推進します。      予算額 74,911,468千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2/20愛知池駅伝競争大会開会式 
3/6戦争反対緊急集会（赤池駅） 

2/8 カネサダ様より子ども食堂 
NPO「絆」へ食品寄贈 

4/6 傍示本消防団詰所竣工式 4/3 ライオンズクラブ献血推進事業 4/2 日進市地女連協議会総会 

 

  3/12 社会福祉法人ポレポレ 

放課後ﾃﾞｨｻｰﾋﾞｽ「げんき」内覧会 


